
第１０回記念 

“ 水 戸 黄 門 漫 遊 マ ラ ソ ン ” 
令和７年１０月２６日（日） 

準優勝（２位） 日本人最高 
 

 大橋選手は、２週間

前に新潟シティマラ

ソンで、４連覇の快

挙を成し遂げたばかり

の出場でした。 

記念すべき第１０

回大会ということで、

過去の優勝者が招

待され、大橋選手

は、第４回大会で優

勝しているため、招待

選手として出場しまし

た。 

 

ここからは、大橋選手のブログより 

今回のマラソンは、新潟シティ

マラソンから２週間後での出場と

なるため、記録や順位よりも、まず

は最後まで崩れずに走り切ること

を第一に出走しました。 

序盤は控えめに走って、後半

に余裕があれば、ペースを上げら

れるようにするというプランで走り

ました。 

その結果は 

「２時間１８分５３秒」の２位 



レースは４連覇を狙うベン

ジャミン選手が序盤から積極

的に行ったので、そこには着

かずに、後方集団にて待機。 

ベンジャミン選手に着いて

行った同じ千葉県出身で、力

のある松井選手に 15km付近

で追いつき、その後、４人の集

団で走っていましたが、27km

あたりからは松井選手と２人

で進める形になりました。 

30kmあたりでまだ余裕があ

ったので、そろそろベンジャミン

選手を追おうかとペースを上

げてみましたが、松井選手も

楽々着いてくるので、なかな

か行き切れず。 

35km からようやくペースを

上げていきましたが、ベンジャ

ミン選手の背中は遠く、２位で

のゴールとなりました。 

 

記録や順位はあまり気にしないで走ると思

っていても、やはり負けると悔しいものです。ただ、

レース自体は、最後まで崩れることなく、しっかり

走り切れたので、当初の目的が達成できた点で

はよかったと思います。 

１０月は新潟、水戸と普段のトレーニングでは

なかなかできないマラソン練習ができました。 

次のマラソンは、今季一番の目標レースである

１２月の防府読売マラソンを予定しているので、

そこで良い記録が出せるようにあと 1 ヶ月と少し

頑張ります。 

ご声援ありがとうございました。  


